
 令 和 ７ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題          

種

別 総 合 通 信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １１時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ １ 時 ４ ０ 分 １ ２ 時 ２ ０ 分 １ ３ 時 ０ ０ 分 １ ３ 時 ４ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ  
 

科    目 
  問 題 番 号 ご と の 解 答 数   試験問題 

ページ  第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｅ － 1 ～ 6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５   ５   ５    ５   ５   ５  ５  ５   ５  ５  Ｅ － 7 ～ 17 

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５   ５  ５  ― ― ― ― ― Ｅ －18 ～ 23 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０３Ｅ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
 
 
 
 
 
 
 
 

                          
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（ 控  え ） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は５月２８日１０時以降の予定です。 

合否の検索は６月１６日１４時以降可能の予定です。 
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Ｅ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間に (ア) ボルトの直流電圧を加えると、端子

ｃ－ｄ間には、１ボルトの電圧が現れる。 (５点)

① ２ ② ４ ③ ８ ④ １２ ⑤ １６

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の回路に流れる全交流電流Ｉが１５アンペアである

とき、抵抗Ｒに流れる電流Ｉ は、 (イ) アンペアである。 (５点)Ｒ

① ４ ② ６ ③ ９ ④ １０ ⑤ １２

図２

(３) 帯電体Ａの周囲を中空導体Ｂで覆い、Ｂを接地すると、Ｂの外部はＡの電荷の影響を受けな

い。これは、一般に、 (ウ) 効果といわれる。 (５点)

① 電気分極 ② 静電誘導 ③ 静電遮蔽 ④ 電磁誘導 ⑤ 電磁遮蔽

(４) 電線にＡアンペアの電流がＴ時間流れたとき、この電線の断面を通過した電荷の量(総量)は、

(エ) クーロンである。 (５点)

ＡＴ
① ② ＡＴ ③ ３.６ＡＴ ④ ６０ＡＴ ⑤ ３６００ＡＴ

１０００

ｃ

ｄ

ａ

ｂ

２ Ω ２ Ω ２ Ω

２ Ω １ Ω １ Ω

１ Ω

ａ ｂ

Ｒ＝４

Ｉ＝１５

ＩＲ

ＸＣ＝３

Ω

Ω

Ａ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 不純物半導体において、正孔を生ずる不純物はドナーといわれ、自由電子を生ずる不純物

はアクセプタといわれる。

Ｂ ４価のシリコン(Ｓi)の真性半導体に、インジウム(Ｉn)などの３価の元素を微量に加える

ことにより、生成される自由電子が電気伝導の主たる担い手となる不純物半導体はｎ形半導

体といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、Ｖ が１０ボルト、Ｒ が９３０キロオーム、Ｒ がＣＣ Ｂ Ｃ

(イ) キロオームのとき、コレクタ－エミッタ間の電圧Ｖ は、６ボルトである。ただＣＥ

し、直流電流増幅率ｈ を５０、ベース－エミッタ間のバイアス電圧Ｖ を０.７ボルトとすＦＥ ＢＥ

る。 (４点)

① ４ ② ６ ③ ８ ④ １０ ⑤ １２

(３) 回路素子について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 可変容量ダイオードは、逆方向電圧の大きさにより、静電容量が変化する特性を持つ素子

であり、周波数変調回路などに用いられる。

Ｂ バリスタは、印加電圧がある値を超えると、その抵抗値が急激に上昇して電流が減少する

非直線性の特性を持つ素子であり、電話機の衝撃性雑音の吸収回路などに用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) トランジスタによる増幅回路を構成する場合のバイアス回路は、トランジスタの (エ)

の設定を行うのに必要な直流電流を供給するために用いられる。 (４点)

① 発振周波数 ② 遮断周波数 ③ 動作点 ④ 飽和点 ⑤ 降伏電圧

(５) トランジスタの静特性のうち、エミッタ接地方式においてベース電流Ｉ を一定に保ったとＢ

Ｃ ＣＥ ＣＥ Ｃきのコレクタ電流Ｉ とコレクタ－エミッタ間の電圧Ｖ との関係を示したものは、Ｖ －Ｉ

特性又は (オ) 特性といわれる。 (４点)

① 電圧帰還 ② 電流伝達 ③ 増 幅 ④ 入 力 ⑤ 出 力

ＢＥＶ

ＲＢ

Ｖ

Ｒ

ＶＣＥ

Ｃ

ＣＣ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ａ･Ｂ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ ③ (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)･Ａ＋Ｂ

④ (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)･Ａ･Ｂ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ＋Ｂ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す１６進数の Ｘ ～Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ からＸ を求１ ３ ０ １ ２ ３ ０

め、これを１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① １４ＢＥ ② １５ＣＥ ③ １８Ｄ０ ④ ２５ＣＥ ⑤ ２９００

１６進数

Ｘ ＝ Ｂ６Ｅ１

Ｘ ＝ Ｆ９Ｄ２

Ｘ ＝ ＡＣ３３

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図４に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂ

に図５に示す入力がある場合、図４の出力ｄは、図５の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ａ･Ｃ＋Ｂ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が２００ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり (ア) デシベル、減衰器の減衰量が１２デシベルのとき、電圧計の読みは、

１.５ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び減衰器の入

出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ０.８ ② １.０ ③ １.２ ④ １.４ ⑤ １.６

(２) 伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力との比をデシベル表示した値

は、その箇所の (イ) といわれ、一般に、単位は dＢr で表される。 (５点)

① 絶対レベル ② 相対レベル ③ 平衡度 ④ ＳＮ比 ⑤ ＣＮ比

(３) 平衡対ケーブルの漏話について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 漏話減衰量Ｘデシベルは、誘導回線の信号電力をＰ ミリワット、被誘導回線の漏話によＳ

る電力をＰ ミリワットとすると、次式で表される。Ｘ

ＳＰ
１０Ｘ＝１０ log

ＸＰ

Ｂ 誘導回線の信号が被誘導回線に現れる漏話のうち、誘導回線の信号の伝送方向を正の方向

とし、その反対方向を負の方向とすると、正の方向に現れるものは近端漏話といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 図２に示すように、特性インピーダンスがそれぞれ５５０オームと４５０オームの通信線路

を接続して信号を伝送すると、その接続点における電流反射係数は、 (エ) である。

(５点)

① －０.５ ② －０.２ ③ －０.１ ④ ０.１ ⑤ ０.２ ⑥ ０.５

図２

電気通信回線

図１

終端抵抗変成器

電圧計Ｖ発振器
減
衰
器

２０

巻線比
４：３

kｍ

伝送方向 接続点

５５０〔Ω〕 ４５０〔Ω〕
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル変調方式について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。

(４点)

① ＱＡＭは、サブキャリアが直交する二つの搬送波がそれぞれＰＳＫ変調された多値

変調方式である。

② ＦＳＫは、送信するデジタル信号に応じて周波数が一定の搬送波の位相を変化させ

て変調する方式である。

③ ８ＰＳＫは、１シンボル当たり３ビットの情報を伝送できる多値変調方式である。

④ ＡＳＫにおいて、デジタル信号の１と０に応じて搬送波を断続させる２値ＡＳＫは、

両側波帯変調といわれる。

(２) 光ファイバを用いて波長の異なる複数の光信号を１本の光ファイバで伝送する方式のうち、

多重する波長が数波長から十数波長程度に限定されている方式は、 (イ) といわれる。

(４点)

① ＣＷＤＭ ② ＤＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(３) デジタル伝送方式における雑音について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＰＣＭ伝送に特有の雑音には、量子化雑音、ランダム雑音、熱雑音などがある。

Ｂ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときの誤差により生ずる雑音は避けられない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル通信における誤り訂正方式のうち、送信側に問い合わせることなく、誤り訂正を受

信側が単独で行える方式は、一般に、 (エ) 又は前方誤り訂正といわれる。 (４点)

① ＡＲＱ ② ＢＣＤ ③ ＣＲＣ ④ ＦＣＳ ⑤ ＦＥＣ

(５) 光ファイバ通信において、半導体レーザの駆動電流を変化させて直接変調する場合、一般に、

数ギガヘルツ以上の高速で変調を行うと光の波長が変動する (オ) といわれる現象が生ず

る。 (４点)

① ドップラー効果 ② 波長グリッド ③ 回 折

④ 波長チャーピング ⑤ ポッケルス効果
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 電気通信事業者の電話網を介して接続された、誤り訂正機能を備えたＧ３ファクシミリ端末

間の通信において、受信側端末でデータが良好に受信できなかった場合に、受信側端末からの

フレーム再送要求に対して、送信側端末がデータを再送する際にモデムの通信速度を下げる動

作は、一般に、 (ア) といわれる。 (２点)

① バックオフ ② コールバック ③ フォールバック

④ ダウンリンク ⑤ オートネゴシエーション

(２) デジタル式ＰＢＸの空間スイッチにおいて、音声情報ビット列は、 (イ) の開閉に従い、

多重化されたままタイムスロットの時間位置を変えないで、タイムスロット単位に入ハイウェ

イから出ハイウェイへ乗り換える。 (２点)

① 順番読み出しカウンタ ② 制御メモリ ③ 時分割ゲートスイッチ

④ 多重・分離回路 ⑤ 時間スイッチ

(３) デジタル式ＰＢＸにおけるアナログ式内線回路の機能について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (２点)

Ａ 内線回路は、発呼、着信応答、通話中などの内線の状態を検出するために、内線側のＡ線

とＢ線とがループ状態にあるかどうかを監視する機能を有する。

Ｂ 内線回路は、内線側に接続されたアナログ電話機からのアナログ音声信号を時分割通話路

に送出するためのデコーダの機能を有する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル

回線終端装置について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ デジタル回線終端装置からＩＳＤＮ端末側への給電出力は、４２０ミリワット以上と規定

されている。

Ｂ デジタル回線終端装置は、一般に、電気通信事業者側から遠隔給電されないため、ユーザ

宅内の商用電源などからのローカル給電により動作する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 通信機器は、周辺装置から発生する電磁ノイズの影響を受けることがある。ＪＩＳ Ｃ

６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語では、電磁妨害が存在する環境で、

機器、装置又はシステムが性能低下せずに動作することができる能力を、 (オ) と規定し

ている。 (２点)

① 電磁遮蔽 ② 妨害電磁界強度 ③ 電磁感受性

④ イミュニティ ⑤ 電磁エミッション
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＰＯＮに用いられる技術において、ＯＬＴはあらかじめ配下のＯＮＵとの間の伝送時間を測

定し、上り信号が衝突しない送出タイミングを算出して各ＯＮＵに通知する。この伝送時間を

測定する処理は、一般に、 (ア) といわれる。 (２点)

① フィルタリング ② アイソレーション ③ オートネゴシエーション

④ レンジング ⑤ データスクランブル

(２) ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１として標準化されたＳＩＰ又はＳＩＰサーバの構成要素について

述べた次の記述のうち、正しいものは、 (イ) である。 (２点)

① ＳＩＰは、単数又は複数の相手とのセッションを生成、変更及び切断するための

アプリケーション層制御プロトコルである。

② レジストラは、ユーザエージェントクライアント(ＵＡＣ)からの発呼要求などの

メッセージを転送する。

③ リダイレクトサーバは、メッセージを受け付けたＵＡＣの位置を管理する。

④ ロケーションサーバは、ＵＡＣからのメッセージを再転送する必要がある場合に、

その転送先を通知する。

⑤ プロキシサーバは、ＵＡＣの登録を受け付ける。

(３) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔとして標準化されたＰｏＥのＴｙｐｅ１、Ｃｌａｓｓ０は、直流電

圧４４ボルト～５７ボルトの範囲で、ＰＳＥの１ポート当たり最大 (ウ) を、ＰＳＥから

ＰＤに供給することができる規格である。 (２点)

① ３５０ミリアンペアの電流 ② ４５０ミリアンペアの電流

③ ６００ミリアンペアの電流 ④ ３０ワットの電力

⑤ ６８.４ワットの電力

(４) ＩＥＥＥ８０２.１１として標準化された無線ＬＡＮで用いられる５ＧＨz帯の一部のチャネ

ルは、気象レーダ波との電波干渉のおそれがある。５ＧＨz帯対応のアクセスポイントには、

通信中のチャネルで気象レーダ波が検知されると、通信を中断し動的に他チャネルに切り替え

る機能が実装されており、この機能は、一般に、 (エ) といわれる。

なお、切替先として選択されたチャネルによっては通信が１分程度途切れることがある。

(２点)

① ＣＳＭＡ／ＣＡ ② ＤＦＳ ③ ＴＰＣ

④ ＲＴＳ／ＣＴＳ ⑤ ＭＩＭＯ

(５) ＩｏＴを実現するデバイスへの接続に用いられる技術のうち、屋内の電気配線などを通信路

として利用し、搬送波の周波数に１０キロヘルツ～４５０キロヘルツ又は２メガヘルツ～３０

メガヘルツを使用して情報を伝送する技術は、一般に、 (オ) といわれる。 (２点)

① ＢＬＥ ② ＰＬＣ ③ Ｗｉ－Ｆｉ

④ ＷｉＭＡＸ ⑤ ＺｉｇＢｅｅ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける機能群の一つであるＮＴ２について述べた

次の記述のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (２点)

① 網終端装置２といわれ、一般に、ＴＥとＮＴ１の間に位置する。

② 交換、集線及び伝送路終端の機能がある。

③ レイヤ２及びレイヤ３のプロトコル処理機能がある。

④ 具体的な装置としてＰＢＸなどが相当する。

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、１フレームがＢ及

びＤチャネルの情報ビットとフレーム制御用ビットなどを合わせた (イ) ビットで構成さ

れ、２５０マイクロ秒の周期で繰り返し送受信される。 (２点)

① １６ ② ２４ ③ ４８ ④ ６４ ⑤ １２８

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、一つの物理コネクション上に複数のデー

タリンクコネクションが設定されている場合、個々のデータリンクコネクションの識別を行う

ための識別子は、 (ウ) といわれ、ＳＡＰＩ及びＴＥＩから構成される。 (２点)

① ＶＰＩ ② ＨＤＬＣ ③ ＬＡＰＢ ④ ＩＳＵＰ ⑤ ＤＬＣＩ

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける使用チャネル及び呼の再設定について述べ

た次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 回線交換モードにより通信を行う場合、呼設定情報など呼制御用のシグナリング情報は、

Ｂチャネルで伝送できる。

Ｂ 回線交換モードで呼を中断状態とした後に端末を別のジャックに差し込んで通信を再開す

る場合、呼の再設定において、呼の中断前に使っていた呼番号がそのまま利用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、１フレーム

を２４個集めて１マルチフレームを構成していることから、２４個のＦビットを活用すること

ができる。これらのＦビットは、フレーム同期、 (オ) 及びリモートアラーム表示として

使用される。 (２点)

① ＣＲＣビット誤り検出 ② アドレスフィールド拡張ビット

③ サブアドレス表示 ④ コネクションマネジメント

⑤ 発信者番号通知

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＰネットワークにおけるＱｏＳ制御技術のうち、ユーザが送受信するパケットのヘッダ情

報内のＤＳＣＰ値を識別し、その値に応じて優先制御の実施、最低帯域の確保などを行うこと

で通信品質を制御する技術は、 (ア) といわれる。 (２点)

① アソシエーション ② ＤｉｆｆＳｅｒｖ ③ ＰＯＬＱＡ

④ ポリシング ⑤ ＩｎｔＳｅｒｖ
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(２) メタリックケーブルを使用する高速アクセス技術のうち、ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.９７００／

Ｇ.９７０１として標準化され、ＶＤＳＬで使用している周波数帯域を拡張し、伝送方式に

ＴＤＤを採用したものは (イ) といわれ、１０６メガヘルツプロファイルにおいて理論値

としての最大伝送速度は上り下り合計１ギガビット／秒とされている。 (２点)

① ＡＤＳＬ ② ＦＴＴＢ ③ Ｇ.ｆａｓｔ ④ ＨＤＳＬ ⑤ ＨＦＣ

(３) ＣＡＴＶ網を利用する高速データ通信の規格のうち、ＤＯＣＳＩＳ３.０の後継規格である

ＤＯＣＳＩＳ３.１は、使用周波数帯の拡張、多重化方式にマルチキャリア方式で周波数利用

効率が高いＯＦＤＭの採用、誤り訂正符号に携帯電話の５Ｇや１０ＧＢＡＳＥ－Ｔでも採用さ

れている (ウ) 符号の採用などによってスループットの向上を図っている。 (２点)

① リードソロモン ② トレリス ③ ＢＣＨ

④ 畳込み ⑤ ＬＤＰＣ

(４) ユーザ端末からインターネットへの接続方式において、ネットワーク終端装置(ＮＴＥ)を

使用して接続するＰＰＰｏＥ方式に対し、ＮＴＥを使用せずゲートウェイルータ(ＧＷＲ)を用

いて接続する方式は、一般に、 (エ) といわれ、ＮＴＥの輻輳に起因する通信速度の低下
ふくそう

がない。 (２点)

① ＩｏＴ ② ＩＰ－ＶＰＮ ③ ＲｏＦ

④ ＩＰｏＥ ⑤ ＩＰＣＰ

(５) 広域イーサネットで用いられるＥｏＭＰＬＳなどについて述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (２点)

Ａ ＥｏＭＰＬＳにおけるラベル情報を参照するラベルスイッチング処理によるフレームの転

送速度は、一般に、レイヤ３情報を参照するルーティング処理によるパケットの転送速度と

比較して遅い。

Ｂ ＭＰＬＳ網内を転送されたＭＰＬＳフレームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの出口にある

ラベルエッジルータに到達した後、ＭＰＬＳラベルの除去などが行われ、オリジナルのイー

サネットフレームとしてユーザネットワークのアクセス回線に転送される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 完全線群のトラヒックについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 待時式の系において、生起した呼が出回線塞がりに遭遇する確率は、一般に、呼損率とい

われる。

Ｂ 即時式の系において、ある回線群に加わった呼量をａアーラン、そのときの呼損率をＢと

すると、この回線群で運ばれた呼量ａ アーランは、次式で表される。Ｃ

ａ ＝ａ(１－Ｂ)Ｃ

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ある回線群が運んだ１時間当たりの (イ) は、運ばれた呼の平均回線保留時間中におけ

る平均呼数の値に等しい。 (２点)

① 最大呼数 ② 待ち呼数 ③ トラヒック量 ④ 呼 数 ⑤ 呼数密度
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(３) 出回線数が１６回線の回線群について、使用中の出回線数を２分ごとに調査したところ、表

に示す結果が得られた。この回線群の調査時間中における出線能率は、 (ウ) パーセント

とみなすことができる。 (２点)

調 査 時 刻 9:00 9:02 9:04 9:06 9:08 9:10 9:12 9:14 9:16 9:18

使用中の回線数 ３ ３ ４ ３ ２ ５ １０ ４ ４ ２

① ２ ② ４ ③ ８ ④ ２５ ⑤ ５０

(４) ＩＰ－ＰＢＸで用いられる無停電電源装置(ＵＰＳ)による給電方式のうち、安定した電圧・

周波数の電力を常時供給することができ、停電時には無瞬断で蓄電池からの電力供給に切り替

えられるなどの特徴を有するものは、 (エ) 方式といわれる。 (２点)

① 分散給電 ② ＨＶＤＣ給電 ③ ラインインタラクティブ

④ 常時商用給電 ⑤ 常時インバータ給電

(５) 光アクセスネットワークに用いられるＯＮＵのうち、個別電源が不要で、対応するルータ、

ホームゲートウェイなどの装置に着脱することができ、一般に、小型ＯＮＵといわれる機器は、

着脱の仕様として (オ) インタフェースが採用され、最大１０ギガビット／秒までの伝送

速度に適用できるとされている。 (２点)

① ＵＳＢ３.１ Ｔｙｐｅ－Ａ ② ＳＦＰ＋

③ ｍｉｎｉ ＵＳＢ Ｔｙｐｅ－Ｂ ④ ｉ－ｌｉｎｋ

⑤ Ｍｉｃｒｏ ＵＳＢ３.０ Ｔｙｐｅ－Ｂ

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ポートスキャンの一つであるＴＣＰ ＳＹＮスキャンは、対象となるサーバのポートの状態を

(ア) 確認するため当該サーバにログとして痕跡が残りにくくなることから、ステルスス

キャンともいわれ、サーバの情報を収集する目的で攻撃者に悪用されることがある。 (２点)

① 不要なサービスを停止してから ② スリーウェイハンドシェイクを行って

③ 脆弱性検査を実施して ④ サーバのログファイルを解析して
ぜい

⑤ ＴＣＰコネクションを確立しないで

(２) ＰＰＰは、特定の相手との１対１のコネクションを確立するために用いられるデータリンク

層のプロトコルであり、ＰＰＰ接続時におけるユーザ認証用プロトコルには、 (イ) があ

る。 (２点)

① ＡＰＯＰとＩＭＡＰ４ ② ＰＧＰとＳ／ＭＩＭＥ

③ ＰＡＰとＣＨＡＰ ④ ＴＣＰとＵＤＰ

(３) ファイアウォールについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ネットワーク層とトランスポート層で動作し、パケットのＩＰヘッダとＴＣＰ／ＵＤＰ

ヘッダを参照することにより通過させるパケットの選択を行うファイアウォールは、一般に、

アプリケーションゲートウェイ型といわれる。

Ｂ ファイアウォールには、一般に、ＮＡＴ機能が実装されており、ＮＡＴ機能を用いること

により、組織内部で使用している発信元ＩＰアドレスを外部に対して隠蔽することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 無線ＬＡＮのセキュリティ規格について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ＷＰＡ３のパーソナルモードでは、ＳＡＥ(Simultaneous Authentication of Equals)と

いわれる方式で相手認証及び鍵交換が行われる。

Ｂ ＷＰＡ２及びＷＰＡ３のエンタープライズモードでは、いずれもＩＥＥＥ８０２.１Ｘの

認証規格に基づき相手認証が行われる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０２３に規定されている、情報セキュリティマネジメントシステ

ム(ＩＳＭＳ)の要求事項を満たすための情報セキュリティ管理策について述べた次の記述のう

ち、誤っているものは、 (オ) である。 (２点)

① 開発環境、テスト環境及び本番環境は、統合してセキュリティを保たなければなら

ない。

② 情報システム、装置又はその他の記憶媒体に保存している情報は、必要でなくなっ

た時点で削除しなければならない。

③ 組織は、外部委託したシステム開発に関する活動を指揮し、監視し、レビューしな

ければならない。

④ 組織が使用する情報処理システムのクロックは、組織が採用した時刻源と同期させ

なければならない。

⑤ 情報セキュリティインシデントの可能性を評価するために、ネットワーク、システ

ム及びアプリケーションについて異常な挙動がないか監視し、適切な処置を講じなけ

ればならない。

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) メタリックケーブルを用いた加入者線設備を構成する加入者保安器の機能について述べた次

の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 加入者保安器は、加入者線設備を構成する線路側から端末へ雷などによる異常電圧が加わ

ることを防止する機能を有している。

Ｂ 加入者保安器は、加入者回線の故障箇所が加入者線設備側かユーザ宅内側かを判定するた

めに、分岐・結合機能を有している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 直流電流の測定における固有誤差が±２パーセントのアナログ式テスタを用いて、５ミリア

ンペアの直流電流を最大目盛値が１０ミリアンペアの測定レンジで測定した場合、指針が示す

測定値の範囲は (イ) ミリアンペアである。 (２点)

① ４.９９～５.０１ ② ４.９８～５.０２ ③ ４.９～５.１

④ ４.８～５.２ ⑤ ３.０～７.０

(３) デジタルボタン電話装置の配線工事において、日本電線工業会規格(ＪＣＳ)で規定されてい

る星形構成の１００対構内用ケーブルの対番号６７番を指定されたときは、黄白粗巻テープの

１０対ユニットにおけるカッド内の絶縁体の色が (ウ) の心線を選定する。 (２点)

① 緑と白 ② 紫と白 ③ 青と白 ④ 赤と白 ⑤ 黄と白
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(４) ＪＣＳで規定されているエコケーブルの耐燃性ポリエチレンシース通信用構内ケーブル(耐燃

ＰＥシースケーブル)を用いた、デジタル式ＰＢＸの配線工事などについて述べた次の二つの

記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 配線工事終了後に回収された工事残材のうち、耐燃ＰＥシースケーブルは、外被がポリエ

チレン系の材料に統一されておりリサイクル対応が容易であるため、廃棄物の低減に寄与す

ることができる。

Ｂ 耐燃ＰＥシースケーブルは、ポリ塩化ビニル(ＰＶＣ)シースケーブルと比較して、シース

が硬く、許容曲げ半径が２倍以上であるため、配管の曲げ部に通線する場合には注意が必要

である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸの代表着信方式の設定において、代表グループ内の内線に優先順位を設け、

優先順位が高く、空いている内線を常に選択させる場合は、 (オ) 方式を選定する。

(２点)

① バーチャルライン応答 ② 順次サーチ ③ ラウンドロビン

④ ストレートライン応答 ⑤ ダイレクトインライン

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるポイント・ツー・ポイント構成の場合、配

線ケーブルに接続されているモジュラジャックとＴＥとの間に使用できる延長接続コードは、

最長 (ア) メートルである。 (２点)

① ３ ② ７ ③ １０ ④ ２５ ⑤ ５０

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるポイント・ツー・マルチポイント構成につ

いて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 短距離受動バス配線構成では、１対のインタフェース線における配線極性は、全ＴＥ間で

同一とする必要はなく、反転してもよいとされている。

Ｂ 延長受動バス配線構成では、バス配線の途中に信号の増幅や再生などを行う能動素子を取

り付けることは許容されていない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に

準拠した８端子のモジュラジャックが使用されており、その端子の使用に関する規格について

述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ Ｔ線(１対)とＲ線(１対)には、３番～６番の四つの端子が使用される。

Ｂ ファントムモードの給電には、３番～６番の四つの端子が使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 平衡ケーブルを用いたＬＡＮ配線のフィールドテストなどについて述べた次の記述のうち、

正しいものは、 (エ) である。 (２点)

① 挿入損失は、対の遠端を短絡させ、対の近端にケーブルテスタを接続して直流ループ

抵抗を測定することにより求められる。

② 反射減衰量は、ケーブルの送信端に信号を入力し、受信端で信号レベルを測定する

ことにより求められる。

③ 電力和近端漏話減衰量は、任意の２対間において、１対を送信回線、残りの１対を

受信回線とし、送信回線の送信レベルを基準として、受信回線に漏れてくる近端側の

受信レベルを測定することにより求められる。

④ 伝搬遅延時間差は、任意の１対において、信号の周波数の違いによる伝搬遅延時間

を測定することにより求められる。

⑤ 配線長は、ＴＤＲ(Time Domain Reflectometer)テストにて信号遅延時間を測定する

ことにより求められる。

(５) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１９ビルディング内光配線システムにおける光ファイ

バケーブル収納方式のうち、ビルのフロア内の横系配線収納方式について述べた次の二つの記

述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 床スラブ上の配線方式には、アンダーカーペット方式、フリーアクセスフロア方式及びフ

ロアダクト方式がある。

Ｂ 床スラブ内の配線方式のうちの電線管方式は、配線取出し口は固定され、他の方式と比較

して、配線収納能力が小さい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法に規定するＯＴＤＲ法について述べ

た次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ ＯＴＤＲは、測定分解能及び測定距離のトレードオフを最適化するため、幾つかのパルス

幅と繰返し周波数とを選択できる制御器を備えていてもよい。

Ｂ 信号処理装置は、必要に応じて長時間の平均化処理を使用することによって、信号対雑音

比を向上することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１９ビルディング内光配線システムにおける、幹線系

光ファイバケーブル施工時のけん引について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(イ) である。 (２点)

① 光ファイバケーブルのけん引張力が大きい場合、中心にテンションメンバが入っ

ている光ファイバケーブルは、現場付けプーリングアイを取り付ける。

② 光ファイバケーブルのけん引張力が大きい場合、中心にテンションメンバが入っ

ていない光ファイバケーブルは、ケーブルグリップを取り付け、けん引端を作製す

る。

③ 光ファイバケーブルのけん引張力が小さい場合、中心にテンションメンバが入っ

ていない光ファイバケーブルは、ロープなどをケーブルに巻き付け、けん引端を作

製する。

④ 光ファイバケーブルのけん引張力が小さい場合、テンションメンバが鋼線のとき

は、その鋼線を折り曲げ、ケーブルに３回以上巻き付け、けん引端を作製する。

⑤ 光ファイバケーブルをけん引する場合で強い張力がかかるときには、光ファイバ

ケーブルけん引端とけん引用ロープとの接続に撚り返し金物を取り付け、光ファイ
よ

バケーブルのねじれ防止を図る。

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０－２：２０２１では、図１に示す水平配線設備モデルにおいて、クロス

コネクト－ＴＯモデル、クラスＦのチャネルの場合、水平ケーブルの長さが８２メートルの

とき、パッチコード又はジャンパ、機器コード及びワークエリアコードの長さの総和は最大

(ウ) メートルとなる。ただし、運用温度は２０ ℃ 、コードの挿入損失 dＢ／ｍ は

水平ケーブルの挿入損失 dＢ／ｍ に対して５０パーセント増とする。 (２点)

① １２ ② １４ ③ １６ ④ １８ ⑤ ２０

図１

(４) 宅内光配線において、屋内壁面や床面に露出設置され、屋内に入線されたドロップ光ファイ

バケーブル又はインドア光ファイバケーブルと宅内光配線コードとの接続に使用される部材は、

一般に、 (エ) といわれ、固定する際には木ねじ、マグネットなどが用いられる。(２点)

① 光ローゼット ② 光アウトレット ③ 光クロージャ

④ 光アイソレータ ⑤ 光キャビネット

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード
ワークエリアコード

水平ケーブル

Ｃ

パッチコード
又はジャンパ

ＦＤ

チャネル
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(５) 図２は、ＬＡＮケーブル両端のコネクタ結線が配線規格Ｔ５６８Ｂの場合において、ワイヤ

マップ試験の結果判明した配線誤りの結線図例である。この結線図例の配線誤りは (オ)

といわれる。 (２点)

① ショート ② スプリットペア ③ クロスペア

④ リバースペア ⑤ クロスワイヤ

図２

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計１０点)

(１) インドア光ファイバケーブルについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ ユーザ宅内で用いられる露出配線用の光ファイバケーブルには、ケーブル外被が透明のた

め宅内の美観を損なうことなく壁面に配線できる透明インドア光ファイバケーブルがある。

Ｂ 集合住宅での光ファイバケーブル配線において、ＭＤＦから各戸までのメタリック電話線

などが収容されている既設配管内の空間を利用して各戸へ配線するときに使用する光ファイ

バケーブルとして適しているものには、集合インドア光ファイバケーブルがあり、押し込み

工法により敷設が容易とされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すドロップ光ファイバケーブルを戸建て住宅の宅内まで引き通す配線構成において、

大型車両などによるドロップ光ファイバケーブル引っかけ事故が発生した場合であっても家屋

内部におけるケーブル固定部材や壁面などの損傷を回避するために、ドロップ光ファイバケー

ブル引留め点下部側の第１固定箇所に使用される部材は、一般に、 (イ) といわれる。

(２点)

① 光ステップル ② ＰＤ盤 ③ 切断配線クリート

④ 保安器 ⑤ 引込み用牽引端
けん

図１

３
６

２
１

３
６

２
１

４
５
７
８

４
５
７
８

引込口

固定部材

引留め点

ドロップ光ファイバケーブル

(イ)
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(３) 職場における安全活動などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ヒヤリハット活動では、いかなる原因で生じたヒヤリハットであっても当事者を責めない

取り決めをし、当事者から報告されたヒヤリハットの事例を取り上げ、その危険要因を把握・

解消することにより、事故の未然防止が図られる。

Ｂ ツールボックスミーティング(ＴＢＭ)は、作業開始前に職場の小単位のグループが短時間

で仕事の範囲、段取り、各人ごとの作業の安全のポイントなどについて打合せを行う活動と

されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 施工計画、施工管理などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) で

ある。 (２点)

① 工事の受注者は、工事着手前に施工計画書を工事の発注者の監督職員に提出しなけ

ればならない。

② 施工計画書には、工事概要、計画工程表、施工方法、安全管理などが記載されなけ

ればならない。

③ 施工管理において、最初に計画した工程と実際に進行している工程とを比較検討し、

進捗に差異が生じてきているとき、その原因を調査し、取り除くことにより工事が計

画どおりの工程で進行するように管理し、調整を図ることは、工程管理といわれる。

④ 発注者から提示された仕様書、契約図面などの設計図書相互間に不整合がある場合、

受注者は、当該設計図書を修正して工事を実施し、工事終了後、速やかに実施状況を

発注者に報告しなければならない。

⑤ 工事費は、直接費と間接費に分けられ、現場管理費、共通仮設費などが含まれる間

接費は、一般に、工期が長くなると増加する。

(５) 図２に示すアローダイアグラムにおいて、フリーフロートが最も大きい作業は、作業 (オ)

である。 (２点)

① Ｃ ② Ｅ ③ Ｉ ④ Ｊ ⑤ Ｋ

図２

作業Ｇ

作業Ｊ作業Ｈ

６日 ６日

５日

作業Ｃ

３日

４日

作業Ｆ

作業Ｂ

４日

９日

作業Ｉ

作業Ａ

作業Ｋ

２
５日

５日

６日

作業Ｅ

作業Ｄ

３日

１ ３

４

５

７

６

８ ９
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者による工事の実施及び監督｣又は｢工事担任者資格者

証｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証

の交付を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を

行わせ、又は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、

この限りでない。

② 工事担任者は、端末設備又は自営電気通信設備の接続に係る工事の実施又は監督の

職務を公正に行わなければならない。

③ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大

臣が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者

に対し、工事担任者資格者証を交付する。

④ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、

その日から１年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないこ

とができる。

(２) 電気通信事業法の｢端末設備の接続の技術基準｣に基づき総務省令で定める技術基準(電気通信

回線設備を設置する電気通信事業者又は当該電気通信事業者とその電気通信設備を接続する他

の電気通信事業者であって総務省令で定めるものが総務大臣の認可を受けて定める技術的条件

を含む。)により確保されなければならない事項について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

Ｂ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備の設置の場所が

明確であるようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者の電気通信事業の用に供する電気

通信設備が総務省令で定める技術基準に適合していないと認めるときは、当該電気通信設備を

設置する電気通信事業者に対し、その技術基準に適合するように当該設備を修理し、若しくは

(ウ) することを命じ、又はその使用を制限することができる。 (４点)

① 停 止 ② 調 整 ③ 撤 去 ④ 改 造 ⑤ 更 改

(４) 電気通信事業法施行規則に規定する緊急に行うことを要する通信について述べた次の二つの

文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 気象、水象、地象若しくは地動による被害の予防又は復旧の方法に関し、緊急を要する事

項を内容とする通信であって、気象機関相互間において行われるものは規定に該当する通信

である。

Ｂ 国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会の議員の選挙の執行又はその結果に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、選挙管理機関相互間において行われるものは

規定に該当する通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信事業法の｢自営電気通信設備の接続｣において、電気通信事業者は、自営電気通信設

備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信設備を接続

することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の (オ) が経営上困難となること

について当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むことができる

と規定されている。 (４点)

① 管 理 ② 設 置 ③ 提 供 ④ 運 用 ⑤ 保 持

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備

に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

② 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

③ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するた

めの工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行

い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続す

るための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。

④ 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以

下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を

接続するための工事を除く。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 工事担任者は、資格者証を破ったことが理由で資格者証の再交付の申請をしようとする

ときは、別表に定める様式の申請書に、資格者証及び写真１枚を添えて、総務大臣に提出し

なければならない。

Ｂ 工事担任者は、住所に変更を生じたときは、別表に定める様式の申請書に、資格者証、写

真１枚及び住所の変更の事実を証する書類を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 固定電話端末に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｇである。

Ｂ インターネットプロトコル移動電話端末に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字

は、Ｈである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 有線電気通信法に規定する｢定義｣、｢本邦外にわたる有線電気通信設備｣又は｢技術基準｣につ

いて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用して、

電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

② 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気

的設備(無線通信用の有線連絡線を含む。)をいう。

③ 本邦内の場所と本邦外の場所との間の有線電気通信設備は、電気通信事業者がその

事業の用に供する設備として設置する場合を除き、設置してはならない。ただし、特

別の事由がある場合において、本邦外の電気通信事業者と合意したときは、この限り

でない。

④ 有線電気通信法の規定に基づく政令で定める技術基準により確保されなければなら

ない事項の一つとして、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)は、人体に危

害を及ぼし、又は物件に損傷を与えないようにすることがある。

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その (オ) させることができる。 (４点)

① 業務の内容を分析し改善 ② 装置及び附属設備を点検

③ 運用の状況を確認し変更 ④ 設備の修理若しくは改造の効果を確認

⑤ 設備若しくは帳簿書類を検査

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① インターネットプロトコル移動電話用設備とは、移動電話用設備(電気通信番号規則

別表に掲げる音声伝送携帯電話番号を使用して提供する音声伝送役務の用に供するも

のに限る。)であって、電気通信事業者の電気通信回線設備との接続においてインター

ネットプロトコルを使用するものをいう。

② デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

③ 固定電話端末とは、端末設備であって、固定電話用設備に接続されるものをいう。

④ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又はデジタル

データ伝送用設備に接続されるものをいう。

⑤ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を自動的に記録する機能を有

してはならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間でエコーを発生することを防止するために総務大

臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に
きょう

おいて、使用電圧が２５０ボルト以下の場合にあっては、２メガオーム以上の絶縁抵抗を有

しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるように接地
きょう

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器と強電流電線との関係については、 (エ) の規定に適合するものでなければならない。

(４点)

① 有線電気通信法施行規則 ② 有線電気通信設備令

③ 電気通信事業法施行規則 ④ 電気通信事業法施行令

⑤ 事業用電気通信設備規則

(５) 端末設備内において電波を使用する端末設備が適合しなければならない条件の一つに、次の

条件がある。

使用される無線設備は、 (オ) 筐体に収められており、かつ、容易に開けることができ
きょう

ないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。 (４点)

① 金属製の ② 可搬型の ③ 密閉した ④ 堅ろうな ⑤ 一の

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容及び同規則に基づく告示に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 移動電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣、｢送信タイミング｣又は｢漏話減衰量｣について

述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、呼設定メッセージを送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答メッセージを送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

④ 移動電話端末は、電気通信事業者が別に指定する条件に適合する送信タイミングで

送信する機能を備えなければならない。

⑤ 複数の電気通信回線と接続される移動電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

(２) インターネットプロトコル移動電話端末の｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものであること。

Ｂ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、最初の発信

から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 専用通信回線設備等端末(デジタルデータ伝送用設備に接続されるものに限る。)であって、

デジタルデータ伝送用設備との接続においてインターネットプロトコルを使用するもののうち、

電気通信回線設備を介して接続することにより当該専用通信回線設備等端末に備えられた電気

通信の機能(送受信に係るものに限る。)に係る設定を (ウ) できるものは、当該専用通信

回線設備等端末に備えられた電気通信の機能に係る設定を (ウ) するためのアクセス制御

機能を有しなければならない。 (４点)

① 変 更 ② 管 理 ③ 実 行 ④ 保 持 ⑤ 記 録

(４) アナログ電話端末等の選択信号の条件における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 信号送出時間は４０ミリ秒以上でなければならない。

Ｂ 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,６００ヘルツまでの範囲内における特定の四つの

周波数で規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。 (４点)

① 総合デジタル通信端末等は、通信を終了する場合にあっては、初期設定用メッセー

ジを送出するものであること。ただし、通信相手固定端末及びパケット通信を行う端

末はこの限りでない。

② 総合デジタル通信端末等であって、通話の用に供するもの(発信する機能を有しない

ものを除く。)は、緊急通報を発信する機能を備えなければならない。

③ 総合デジタル通信端末等は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであっ

てはならない。

④ 総合デジタル通信端末等がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の

用に供する場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点に

おいてデジタル信号をアナログ信号に変換した送出電力は、平均レベルでマイナス

３デシベルミリワット以下でなければならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 音声周波とは、周波数が３００ヘルツを超え、３,０００ヘルツ以下の電磁波をいう。

② 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間の漏話電力と通信回線の端子間の漏話

電力との比をデシベルで表わしたものをいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除く。

④ 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

⑤ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆され

ている場合は、これらの物を含む。)をいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の高さ｣及び｢架空電線と他人の設置した架空電線等

との関係｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線の高さは、その架空電線が道路上にあるとき、鉄道又は軌道を横断するとき、及

び河川を横断するときは、総務省令で定めるところによらなければならない。

Ｂ 架空電線は、他人の設置した架空電線との離隔距離が６０センチメートル以下となるよう

に設置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たとき、又は設置しようとする架空電

線(これに係る中継器その他の機器を含む。以下同じ。)が、その他人の設置した架空電線に

係る作業に支障を及ぼさず、かつ、その他人の設置した架空電線に損傷を与えない場合とし

て総務省令で定めるときは、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備に使用する電線は、 (ウ) でなければならない。ただし、 (ウ)

を使用することが困難な場合において、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えるおそ

れがなく、かつ、人体に危害を及ぼし、又は物件に損傷を与えるおそれのないように設置する

場合は、この限りでない。 (４点)

① 絶縁電線又は強電流ケーブル ② 強電流電線又は強電流絶縁電線

③ 絶縁電線又は強電流絶縁電線 ④ 絶縁電線又はケーブル

⑤ 強電流電線又は強電流ケーブル

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。ただし、特定電子計算機とは、電気通信回線に接続している電子計算機をいい、

特定利用とは、特定電子計算機の利用(当該電気通信回線を通じて行うものに限る。)をいう。

(４点)

Ａ 電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機が有するアクセス制御機能により

その特定利用を制限されている特定電子計算機に電気通信回線を通じてその制限を免れるこ

とができる情報又は指令を入力して当該特定電子計算機を作動させ、その制限されている特

定利用をし得る状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするも

の及び当該アクセス管理者の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセス行為に該当する

行為である。

Ｂ アクセス管理者とは、特定電子計算機の特定利用につき当該特定利用に係る利用権者の許

諾を得た者をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録であって情報を表すために作成さ

れたもの(公務員が職務上作成したものを除く。)は、当該電磁的記録に記録された情報につい

て本人による電子署名(これを行うために必要な符号及び物件を適正に管理することにより、

本人だけが行うことができることとなるものに限る。)が行われているときは、 (オ) したも

のと推定すると規定されている。 (４点)

① 内容を保証 ② 真正に成立 ③ 作成を証明

④ 適正に認証 ⑤ 円滑に利用



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

    
   (11) 法規科目の試験問題において、設問文中の“同規則に基づく告示”とは、令和６年総務省告示第３５７号   
      (端末設備等規則の規定によることが著しく不合理な固定電話端末等及びその条件を定める件）をいいます。 
 


